
「にほんまつ社協だより」の作成経費の一部として、共同募金配分金を使用させていただいております。
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二本松市油井字濡石１番地２ Tel. 23-7867　FAX.23-9046
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E-mai l：soumu1@nihonmatsushisyakyo.or.jp
HPアドレス：https://nihonmatsushisyakyo.or.jp
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二本松市社会福祉協議会では市内の「地域福祉活動や福祉的課題を解決する団体等」や「福祉
教育に積極的に取り組んでいる学校」に対し、皆さんから寄せられた共同募金などを活用して活
動助成金を交付しています。今回は今年度、助成金を交付された団体、学校の活動を紹介します。

　岳下小学校では、子ども達が自分の住んでいる
岳下地区にある自然や伝統文化、文化財等の魅力
や良さを実感しながら郷土愛を育む「岳下っ子
フィールドワーク」を行っています。
　また、この事業では学年の異なる少人数のグ
ループに分かれて地域をめぐることで、子ども達同
士の交流を深めることが出来ています。

　二本松北小学校では、普段の学校生活の中では
学ぶことが出来ない体験を通じて、福祉についての
理解を深めることを目的に「福祉教育体験学習」を
実施しています。
　今年度の第1回目は6月28日（水）に、5年生・５
４名を対象とした「手話体験学習」を行い、当日は
聴覚障がい者の方と手話通訳者の方が学校を訪
れ、基本的な手話でのあいさつの仕方や言葉の表
し方などを学びました。

○学校名：市立岳下小学校
○事業名：郷土愛育成事業
　　　　　「岳下っ子フィールドワーク」

○学校名：市立二本松北小学校　　
○事業名：聴覚障がい者の方との交流

○団体名：ＮＰＯ法人あだたら青い空　
○事業名：二本松こども食堂
　　　　　「ハラクッチー」事業

フィールドワークでお寺を訪れる子ども達

教わったばかりの手話で交流する子ども達

子ども達も大人と一緒に調理を行います

　ＮＰＯ法人あだたら青い空が、月２回、二本松福祉セ
ンターで開催してきたこども食堂「ハラクッチー」は、今
年度から、月２回開催のうち１回を、「地域ふれあい食
堂」として、市内各地域で出張開催することになりまし
た。地域のどなたでもご参加いただけますので、交流を
深めていただきたいと思います。

10/15（日）　太田住民センター
11/26（日）　大平住民センター
  1/21（日）　二本松福祉センター
  2/25（日）　安達公民館
  3/17（日）　岳下農村婦人の家
○時間はいずれも午前10時～午後2時まで

※子ども食堂への食材提供や運営に協力いただけ
る方を募集しています。詳しくは代表の佐藤さん
まで。　　　　　　　  ＴＥＬ：0243-24-1518

開
催
日・開
催
場
所

今年も赤い羽根共同募金運動が
始まります！

令和５年度も「自分の町を良くするしくみ」を合言葉に皆様からのご協力をお願いします
　「赤い羽根共同募金」は「地域福祉の推進」を目的としており、高齢者、障がい者、子どもたちなど
への福祉活動や、生活が大変な世帯への支援、地域で様々な福祉活動に取り組むボランティア活
動などに役立てられる募金で、昭和２２年（１９４７年）から毎年続いています。

市民の皆さんから寄せられる募金には次のようなものがあります

戸別募金 法人募金 街頭募金 職域募金 イベント募金

○大きな災害が起きた時に設置される「災害ボラ
ンティアセンター」の運営費
○県全体を対象に活動をする福祉団体等への活
動費助成
○福祉施設や障がい者事業所が車両や備品費の
助成　

○地区社会福祉協議会への活動助成
○福祉団体、福祉教育指定校への助成
○ふれあいいきいきサロンへの活動支援
○ボランティア養成、派遣、講座の実施
○福祉教育出前講座の開催
○各種相談事業の運営
○にほんまつ社協だよりの発行　など

募金の
４０％

募金の
6０％

県全体への助成

福島県共同募金会

二本松市共同募金委員会

市内福祉事業への助成

【運動期間】
１０月１日～３月３１日
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ボ ラ セ ン 通 信♪ vol.26
こんにちはボランティアセンターです(*^-^*)

今回はにじいろボランティアの活動を紹介します。　

ボランティアセンターは学生さんのボランティア活動を引き続き応援します。
今からでも間に合いますので、活動内容などの詳細はホームページ、Facebook、
Ｘ（旧Twitter）でも確認出来ますので、チェックしてみてください。

【お問い合わせ先】　二本松市社会福祉協議会　地域福祉課
　　　　　　　　　ボランティアセンター　0243-23-7867まで

　今年の夏は、例年以上に暑い日が続きました。
　今回、その様な天候にも負けず、貴重な夏休み期間を利用して、多くの高校生の皆さんが
取組んだ、ボランティア活動の一部を紹介いたします。

今年の夏は

暑い日が続き

外の仕事は大変でした。

参加ありがとう

ございました。

活動の
様　子

なかよしクラブ

風の子クラブ

武藤園芸

二本松農園

アクセスホームさくら

【協力いただきました事業所様】
「オハナハウス」、「子ども食堂ハラクッチー」、「二本松農園」、「なごみ第二」
「介護老人保健施設あだたら」、「にほんまつ保育園」、「アクセスホームさくら」
「武藤園芸」、「あだち保育園」、「すまいるⅢ」、「風の子クラブ」、「なかよしクラブ」

ご協力ありがとうございました。
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！
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祉
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会
の
開
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令
和
５
年
度
地
域
福
祉
研
修
会
の
開
催

去
る
８
月
１
日
と
８
月
22
日
に
住
民

同
士
の
繋
が
り
や
絆
づ
く
り
の
大
切
さ

と
、
今
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何

か
を
、
協
働
で
考
え
る
機
会
と
す
る

た
め
に
「
地
域
福
祉
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
は
地
域
毎
に
行
い
、
二
本
松

第
１
〜
第
３
中
学
校
区
の
地
域
福
祉

活
動
者
を
主
と
し
た
関
係
者
約
70
名

に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

始
め
に
、
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
泰
典
先

生
を
講
師
に
、『
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
か

ら
見
え
る
「
気
に
か
け
合
う
」
地
域
づ

く
り
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
を
い
た

だ
き
、
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

講
義
の
後
に
は
住
ん
で
い
る
地
区
ご

と
に
懇
談
し
、参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
若
い
人
と
も
繋
が
り
を
持
ち
た
い
」

「
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
密
に
し
た

い
」「
空
き
家
を
活
用
し
て
子
ど
も
食

堂
等
子
ど
も
の
集
え
る
場
を
つ
く
り
た

い
」「
地
域
行
事
を
継
続
す
る
事
が
大

事
」「
集
ま
る
こ
と
で
色
々
な
話
が
出

て
、
地
域
が
つ
な
が
る
」
な
ど
様
々
な

立
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
本
研
修
の
振
り
返
り
の
機

会
を
設
け
、
今
回
出
さ
れ
た
意
見
を

基
に
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

員
の
皆
様
と
地
域
の
支
え
合
い
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みなさんと一緒
に、地域のい
いところ、心配
なところを話し
合 い な がら、
理想の地域づ
くりをお手伝い
します。

地域のつなが
り・支え合い
は「住み慣れ
た地域で暮ら
すために」大
切なものです。

第2・第3中学校区参加者【参加者 ４１名】
・岳下福祉会役員
・杉田地区社会福祉協議会役員
・石井地区社会福祉協議会役員

・大平地区社会福祉協議会役員
・二本松第２地域包括支援センター

第1中学校区参加者【参加者 32名】
・二本松地区社会福祉協議会役員
・塩沢地区社会福祉協議会役員

・二本松第１地域包括支援センター
・市高齢福祉課包括ケア推進係

・二本松第３地域包括支援センター
・市高齢福祉課包括ケア推進係

生活支援コーディネーター

８/１開催（二本松福祉センター）

８/22開催（岳下住民センター）
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　担当者が受付けた苦情はすべて責任者へ報告し、内容確認と
申出者に対し受付した旨を通知します。

　斎藤　英知（事務局次長兼総合相談支援課長） 　☎23-8262
　伊藤　真樹（地域福祉課長）　　   　　　　　☎23-7867
　黒江　朱美（在宅生活支援課長）　　   　　　 ☎23-8244
　宍戸　裕行（二本松施設課長）　　   　　　　☎23-4123
　武藤はるみ（岩代兼東和支所長）　　   　　　 ☎65-2003

　責任者は申出者と話合いにより解決に努めます。第三者委員
も交えての話合いも可能です。

　佐藤　正弘（常務理事兼事務局長）　　   　　　☎23-7867

　申出から解決まで公平・中立な立場で内容の確認や助言・立
会いをおこないます。

　川名　栄顕（本会評議員）　　   　　　　　 ☎22-2864
　佐藤　照雄（市民生児童委員）　　   　　　 ☎23-7199
　鈴木　タリ子（学識経験者）　　   　　　　  ☎55-2609

さいとう ひでとも

くろ え あ け み

しし ど

む とう

ひろゆき

さ とう まさひろ

か わ な えいけん

さ とう

す ず き

て る お

い とう ま さ き

福祉サービスに関する
苦情解決体制と個人情報保護に関する方針について

★個人情報保護に関する方針★★苦情解決のしくみ★

当協議会のサービスを安心してご利用いただくために

当協議会が提供する福祉サービス全般（地域福祉事業や介護サービス事業など）につい
て利用される皆様から苦情の申出があった場合に、適切に対応し、円満な解決が図れるよう
「苦情解決体制」を整備しております。サービスに対する苦情やご意見などがありましたら下
記の苦情受付担当者か、または第三者委員へお寄せください。また、当協議会では下記の方
針に基づき、個人情報の保護にも努めております。ご相談いただいた方のプライバシーは厳
守いたします。

　社会福祉法人二本松市社会福祉協議会
は、以下の方針に基づき個人情報の保護に
努めます。

１　本会は、個人の人格尊重の理念のもと
に、関係法令等を遵守し、実施するあらゆ
る事業において、個人情報を慎重に取り扱
います。

２　本会は、個人情報を適法かつ適正な方法
で取得します。

３　本会は、個人情報の利用目的をできる限
り特定するとともに、その利用目的の範囲
でのみ個人情報を利用します。

４　本会は、あらかじめ明示した範囲及び法
令等の規定に基づく場合を除いて、個人情
報を事前に本人の同意を得ることなく外部
に提供しません。

５　本会は、個人情報を正確な状態に保つと
ともに、漏えい、滅失、き損などを防止する
ため適切な措置を講じます。

６　本会は、本人が自己の個人情報につい
て、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求
める権利を有していることを確認し、これら
の申し出があった場合には速やかに対応
します。

７　本会は、個人情報の取扱いに関する苦情
があったときは、適切かつ速やかに対応し
ます。

８　本会は、個人情報を保護するために適切
な管理体制を講じるとともに、役職員の個
人情報保護に関する意識啓発に努めます。

９　本会は、この方針を実行するため、個人情
報保護規程を定め、これを本会役職員に周
知徹底し、確実に実施します。

平成１７年１２月１日制定

　寄せられた苦情やご意見は「苦情受付担当者」がお聞きし、「苦情解決
責任者」がご利用される方の立場や特性に配慮した適切な対応を進め
ます。また、より公平・中立性を維持するために「第三者委員」を設置し円
満な解決に取り組んでいます。

※相談は面接または電話やFAXによって受付担当者へお申し出いただ
くか、もしくは第三者委員へ直接ご連絡いただいても結構です。
※解決結果については、個人情報に関するものを除き本会発行の広報
誌等で公表に努めます。

苦情受付担当者

苦情解決責任者

第三者委員

※1.6㎡未満の「サイズ小」でも補助金がありますし、性能区分についてはメーカー発行の「性能証明書」に記載されています。
※熱還流率は、窓の外側と内側の間をどれだけ熱が伝わるのか「Uｗ値」と数値で表して区分したものです。
●P：Uｗ値が1.1以下、S：Uｗ値が1.5以下、A：Uｗ値が1.9以下

Ⓡ

冬の寒さ、夏の暑さを軽減したい方へ
窓から省エネリフォーム

補助額の例：内窓１箇所ごとの補助額先進的窓リノベ事業

※制度の適用には条件があります。

窓断熱リフォームで健康・快適生活を!

最大50%相当還元

補助金がもらえる対象期間は？

2023年12月31日まで
に工事完了した案件。ただ
し、申し込みが非常に多く、
予算枠がすぐに埋まると想
定されるため、ご検討の際は
お早めにお問合せください。

他の補助金「こどもエコ
すまい支援事業」と併用
できるのでさらにお得です。

サイズ 性能区分 補助額

大
2.8㎡
以上

中
1.6㎡
以上

P

S

A

P

S

A

124,000円

84,000円

69,000円

84,000円

57,000円

47,000円

今なら補助金で
最大200万円お得!!
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福祉用具・住宅改修のことなら
おまかせください!!

〒960-0112 福島市南矢野目字鼓原18-8
☎024-552-1031

☆営業時間 9：00～18：00（日・祝休み）☆
高気圧酸素ルームも絶賛営業中!!☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆

介護用品、販売専門店

ライフパルサービス
22-1992☎

（0243）
二本松市沖2丁目399-10

安価、無料宅配で
介護サポート

福祉用具販売・貸与福島県指定事業者

〜ご寄付ありがとうございました〜

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

福島銀行二本松支店様より同支店が主催した
チャリティーゴルフコンペの益金を本市の福祉
のためにとご寄付いただきました。

令和５年７月１日～令和５年８月３１日

 三浦　一弘 様（笹屋）
 大内　三郎 様（宮本）
 渡邉　清吉 様（油井字油井町）
 金澤　和典 様（舘野）
 高槻　幹夫 様（木幡字下高槻）
 菅野　貴之 様（智恵子の森） 
（故）鈴木　ヤス 様（油井字舟橋）
（故）渡邊　助好 様（十神）
（故）佐藤　チヱ 様（渋川字赤木内）
（故）中村キシノ 様（米沢字根木内）

個人

福島銀行二本松支店 様（若宮）
二本松市赤十字奉仕団 様（金色）
東禅寺　佐藤　智宏 様（小浜字新町）
株式会社本多組従業員一同様（西勝田字七合畑）
（その他、匿名１名）

団体

作：三浦清英（岩代）

ー高齢者の身元保証・生活支援事業新設ー
日常生活からもしもの時まで

高齢者の「家族の代わり」としてサポートします！
身元保証支援／生活支援／もしもの時の支援・葬送支援

お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071
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INFORMATION ～インフォメーション～

8月号のクイズの
答えは……「な　み」でした。ご たくさんのご応募とたくさんの「声」を

ありがとうございました

  令和5年度「歳末ささえ愛事業」支援金申請のご案内
児童扶養手当を受給される方へ

❶ 対 象 者 二本松市内在住で令和5年度の児童扶養手当の受給が決定した世帯
（※児童扶養手当証明書がご自宅に届いた世帯のうち証書の有効期限が、
「令和6年3月３１日」又は「令和6年10月３１日」となっている世帯）
◎ただし、生活保護受給世帯の方は対象外となります。

❷ 申請期間 令和5年１０月１６日（月）～令和5年１１月１７日（金）
窓口受付時間　８：３０～１７：１５　（土・日・祝日を除く）
※郵送の場合は申請期間最終日の郵便局の消印があるものまでを受け付けます。
※期間後の申請受付は出来ませんので、期間内にご提出ください。

❸ 提出書類 ①令和5年度歳末ささえ愛事業支援金申請書
②児童扶養手当証書のコピー
③児童扶養手当を受給している通帳の写し（口座番号が分かる箇所）

❺ 支給金額 募金の状況と申請件数等を勘案しながら、世帯あたり1万円を限度に
支給金額を決定します。

❻ 支給方法 申請された方の銀行口座に振込みいたします。

❼ 注意事項 募金が財源であることから、支給金額、対象条件等の実施内容は
来年度以降変更になる場合があります。

○二本松市社会福祉協議会本所

❹ 提 出 先 二本松市社会福祉協議会（本所・支所）窓口に持参いただくか、
郵送にて関係書類をお送りください。

※申請書は市役所本庁・各支所、住民センター、市社会福祉協議会の窓口で配布している他、市社会福祉協議会
　ホームページからダウンロードすることができます。

お問い合わせ、
書類提出先 TEL：２３－７８６７ 住所：二本松市油井字濡石１－２（二本松市安達支所内）

○二本松市社会福祉協議会岩代支所
TEL：６５－２００３ 住所：二本松市上長折字行部内４３（岩代地域福祉センター内）
○二本松市社会福祉協議会東和支所
TEL：６６－２５２２ 住所：二本松市針道字蔵下２２（二本松市東和支所内）

8月号への読者の声
★私は勤めている会社で運転手をしています。毎朝積み込
みの作業をしていると、和（なごみ）の方々と思われる人
たちが乗用車で来社され、内職するための材料を持って
いかれるのを見ます。そして、最近事務所内で豆腐とこん
にゃくの注文書を目にしました。“ああ、こういう物も作っ
ているんだ！”と思いました。
　事業所の住所や地図で場所が知りたいし、どのような
作業をしているのかなど写真入りで社協だよりに載せて
頂ければ、もっと理解が深まるし、宣伝になると思います。

　→お便りありがとうございました。NPO法人　和の豆腐・
こんにゃくなどの製品は、市内外の農産物直売所以外
にも右記の場所でお求めになれます。

○なごみ第二
　住所：二本松市西勝田字鞍掛21-1
　電話：0243-55-3922
○なごみの店
　住所：二本松市沼ケ作236-1（国道459号沿）
　電話：0243-24-1087
　※豆腐・こんにゃく販売の他、大判焼きや手作り
野菜の販売も行っています。

お店の場所やNPO法人 和の活動は
右のQRコードから検索してください。

公式HP

本会公式HP
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